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青少年赤十字は今年創設100周年を迎えます

　青少年赤十字は、将来を担う青少年が思いやりや命と健康を大切に、地域
社会や世界のために奉仕し、世界の人びととの友好親善の精神を育むことを目
的としています。第一次世界大戦時にカナダやアメリカ、オーストラリアなどの

子どもたちが、各国赤十字社の協力で、兵士や
その家族に慰問品を送る活動を実施したこと
が始まりです。
　大正 11年の第 2 回赤十字国際連盟総会に
おいて「青少年赤十字」の事業を世界の赤十
字社で実施することが決まりました。

　埼玉県内では大正 11年 10月 25日に熊谷市内３つの小学校 ( 現熊谷西小・
熊谷東小・石原小 ) で少年赤十字団が結成され、活動を開始しました。滋賀県
に次いで全国で 2番目の早さです。同年末までに計13 校が加盟し、昭和 13 年
には 80 校まで広がりを見せました。
　戦後、青少年赤十字を重要な事業として再
建に力を入れることになり、文部省と協議の
うえ、昭和 23 年に「青少年赤十字の手引き」
を作成、配付するなど、振興に努めました。
　関係する皆様の熱い思いとご尽力により、
現在では県内 617 校、約 20 万人のメンバー
が、学校教育の中でさまざまな活動を展開し
ています。

　日本赤十字社では、創設100周年をきっかけにして青少年赤十字が
さらに活発になることを期待しています。「未来のあなたへ、やさしさ
を。」というスローガンを掲げて、「つなぐ」「つづける」「つくる」の3つの
切り口で様 な々取組を進めることとしています。
　埼玉県支部では「学校生活の中の赤十字」をテーマにした５つのコ
ンクール（ポスター・作文・標語・活動動画・書道）などを実施して、多くの
児童・生徒に参加していただける100周年とする予定です。

子どもたちの思いから生まれた青少年赤十字

埼玉県青少年赤十字の起こりは全国 2番目

100 周年から未来にむけて

「少年赤十字」第一巻

青少年赤十字の手引き
（昭和23年版）

リーダーシップ・トレーニング・センター
（昭和27年）

少年赤十字団旗
(幸手市立上高野小所蔵 )
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救護班要員研修会（皆野町）
　10月27日から29日までの3日間、各赤
十字病院と支部から集まった医師や看
護師、事務職員など24名が、災害救護
活動に必要な知識や技術の習得に取り
組みました。
　いつ起きるかわからない災害に備え、
訓練や研修を通じて実践力のある救護
員を養成しています。

英語による救急法講習

リーダーシップ・トレーニング・センター（トレセン）　
青少年赤十字スタディ・プログラム（スタプロ）

　8月17日、初の試みとして、県内在住
の外国人を対象に、英語が堪能な支
部職員の同時通訳によるオンライン救
急法講習を実施しました。
　また、英語で一次救命処置を学べ
る動画を制作し、埼玉県支部公式
YouTubeチャンネルで公開しています。

『赤十字PRイベントplus献血』
　11月14日、イオンモール羽生で献血と
連携したイベントを行いました。　　
　災害救護テントの設置、心肺蘇生や
AED体験、災害時に避難所で設営さ
れるダンボールベッドの展示、子どもを対
象にした防災教育とあわせ、献血への
協力を呼びかけました。

　12月25日と26日の2日間、リーダーとして必要な自主・自律の精神を身に付けるため
の教育プログラムである「トレセン・スタプロ」を開催し、県内の高校生、中学生の計28
名が参加しました。
　フィールドワークなど様 な々体験を通じて「気づき」「考え」「実行する」態度を学ぶ
とともに、オンラインにより全国の生徒と積極的に意見交換を行いました。

（令和3年8月～令和4年2月） ※順不同

関根　　宏　氏（さいたま市浦和区）

安武　　誠　氏（熊谷市）

狩谷　文子　氏（新座市）

埼 玉 県 支 部 の 活 動 紹 介

 

【法人】【個人】
株式会社宮岡運輸　　　　様（日高市）
株式会社埼玉りそな銀行　様（さいたま市浦和区）
株式会社丸正サンキョー　様（さいたま市緑区）
株式会社KOP　　　　　　様（富士見市）　　　　　

松田　正照　様（川口市）
斉之平伸一　様（春日部市）
相馬　一孝　様（川口市）　 
村山啓太郎　様（富士見市）
池田　久子　様（桶川市）
春名　孝治　様（さいたま市南区）

※順不同

新入会員のご紹介（令和3年8月～令和4年2月）

令和３年度 表彰会員
【紺綬褒章】

【社長感謝状】

山田　聰　様（戸田市）【厚生労働大臣感謝状】

【法人】

埼玉スバル株式会社　様（さいたま市中央区）　 株式会社新光工業　様（川口市） 　　　　　　　　　

株式会社平和クリエーション　様（川口市）　 株式会社MARUFUホールディングス　様（上尾市）　　

宗教法人密蔵院密門会　様（川口市）　　　星野総合商事株式会社　様（川口市）　　 　　　　　

三倉工業株式会社　様（杉戸町）　　　　　株式会社丸正サンキョー　様（さいたま市緑区）　　　　　  

株式会社セイフティ輸送　様（さいたま市北区）　　株式会社�坂製作所　様（熊谷市）　 　　　　　　　

株式会社善興 様（蓮田市）　　　　　　　 株式会社二重作商店　様（上尾市）

【個人】 小黒佐和子　様（日高市）　斉之平　伸一　様（春日部市）
　　　 西田　米藏　様（上尾市）　

【法人】 株式会社MARUFUホールディングス　様（上尾市）
　　　 株式会社二重作商店　様（上尾市）

【個人】
木村　鉄男　様（川口市）　　　　　　
横山　孝良　様（戸田市）　　　
牛島　和子　様（さいたま市北区）　　
山田　　聰　様（戸田市）
山田　裕朗　様（所沢市）　　　　　　
相馬　一孝　様（川口市）　　　
広町　彰久　様（川口市）　　　　　　
二重作正次　様（上尾市）　
倉持　欣司　様（杉戸町）　　

※順不同


